
 

 
 

2 0 1 6 年 3 月 7 日 

新 潟 支 社 

  新潟市国家戦略特区を活用した農業法人 
  「（株）JR新潟ファーム」設立等のお知らせ 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

１ 設立の目的 

JR東日本グループでは、「地域に生きる」というコンセプトのもと、地域との連携を強化し、地産品ショッ

プ「のもの」を中心とした首都圏での地産品の販路拡大等、地域の活性化に取り組んでいます。      

新潟支社では、これまでも日本酒をテーマにしたのってたのしい列車「越乃Ｓｈｕ＊Ｋｕｒａ」の運行や、

「にいがた酒の陣」等の地域イベントと連携した旅行商品の作成等、「新潟の日本酒」という観光資源を活用

した地域活性化に取り組んできました。 

今回、新潟市国家戦略特区を活用し、日本酒の原材料となる「酒造好適米」の生産を行う農業法人「株式

会社JR新潟ファーム」を設立したことを機に、新潟の日本酒文化、食文化の情報発信を行いながら、これま

で以上に地域との連携を深め、観光流動の拡大につなげていきたいと考えています。 

 

２ 事業スキーム 

新潟市で長年農業を営んできた片野氏をパートナーに、農業法人「株式会社JR新潟ファーム」を設立。酒造

好適米の生産を行い、市内で生産される日本酒の原料にお使い頂く予定です。 

また、新潟市および、地域の各事業者と連携し、日本酒文化、新潟独自の食文化の振興を促進しながら、日

本酒に関わるツーリズム等の検討を進め、地域の魅力向上に向け活動していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 東日本旅客鉄道株式会社新潟支社では、新潟県新潟市内の農家と連携し、新潟市国家 

戦略特別区域内に、農業法人「㈱JR新潟ファーム」を設立しました。 

○ 「㈱JR新潟ファーム」では、酒蔵等地域事業者の皆さまと連携しながら、日本酒の 

原材料となる質の高い「酒造好適米」の生産を目指します。 

○ 農業法人設立を機に、新潟市と連携し食に係る地域活性化の取り組みを推進していくため 

「新潟市と東日本旅客鉄道株式会社新潟支社との食に係る地域活性化連携協定書」 

を締結します。 

概念図 



 

３ 設立会社概要 

商   号     株式会社ＪＲ新潟ファーム 

    所 在 地       新潟県新潟市南区小蔵子 2037-4 

    設 立 日       2016年 1月 27日 

     代  表  者       代表取締役社長 片野 秀雄（かたの ひでお） 

    資 本 金     5百万円 

    出 資 構 成     農家 75％、当社 25％ 

    農 場 面 積 約 2ha 

収 穫 量     約１0ｔ／年（予定） 

栽 培 品 目      酒造好適米（五百万石）ほか 

 

４ 新潟市との協定概要 

    協定書名 

「新潟市と東日本旅客鉄道株式会社新潟支社との食に係る地域活性化連携協定書」 

    （１）目的 

        新潟市と東日本旅客鉄道株式会社新潟支社とが相互に連携・協力しながら、新潟市の食に係る地 

域活性化に取り組むこと。 

（２）連携事項 

・農水畜産物、日本酒を含む新潟市の食文化等の振興に関すること 

・食に関わる生産者等と連携した観光の振興に関すること 

・その他、食に係る市内の地域活性化に資すること 

       

 


